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越
智
文
雄
あ
か
り
み
ら
い

社
長
が
主
宰
す
る
「
札
幌
な

に
か
が
で
き
る
経
済
人
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
は
６
月
26
日
、

設
立
20
周
年
記
念
の
特
別
例

防
衛
大
臣
政
務
官
の
ほ
か
、

参
議
院
外
交
防
衛
委
員
長
・

自
民
党
幹
事
長
代
理
、
国
防

部
会
長
・
外
交
部
会
長
・
国

防
議
員
連
盟
事
務
局
長
な
ど

を
歴
任
し
た
。

会
講
演
会
を
カ
ナ
モ
ト
ホ
ー

ル
で
開
い
た
。
こ
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
文
字
通
り
、「
地

域
の
た
め
に
何
か
を
し
た

い
」
と
い
う
熱
い
気
持
ち
を

持
っ
た
有
志
が
集
ま
る
会
で
、

定
期
的
に
実
施
す
る
講
演
会

や
勉
強
会
は
実
に
１
９
３
回

目
。
今
回
、
講
師
と
な
っ
た

“
ヒ
ゲ
の
隊
長
”
こ
と
、
佐

藤
正
久
前
参
議
院
議
員
は
講

演
後
、
参
加
者
と
の
写
真
撮

影
に
気
軽
に
応
じ
て
い
た
。

参
議
院
議
員
３
期
務
め

６
月
講
演
は
実
に
24
回

 

「
札
幌
な
に
か
が
で
き
る
経

済
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
行

政
や
大
学
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
、

金
融
機
関
、
メ
デ
ィ
ア
、
そ

し
て
芸
術
家
や
建
築
家
、
中

小
企
業
経
営
者
な
ど
官
民
の

垣
根
を
越
え
る
メ
ン
バ
ー
で

構
成
さ
れ
る
。
講
演
会
や
勉

強
会
の
ほ
か
、
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
や
情
報
交
換
会
な
ど

を
行
い
、
そ
れ
ら
の
多
く
は

メ
ン
バ
ー
に
限
ら
ず
、
広
く

参
加
を
呼
び
掛
け
て
い
る
の

が
特
徴
の
一
つ
。
佐
藤
氏
を

迎
え
た
こ
の
日
の
講
演
会
も

「
オ
ー
プ
ン
例
会
」
と
し
て

通
常
に
増
し
て
広
い
会
場
で

開
催
し
た
。

　

佐
藤
氏
は
福
島
県
出
身
。

防
衛
大
学
卒
業
後
、
約
25
年

間
、
陸
上
自
衛
官
と
し
て
勤

務
。
国
連
Ｐ
Ｋ
Ｏ
ゴ
ラ
ン
高

原
派
遣
輸
送
隊
初
代
隊
長
、

イ
ラ
ク
先
遣
隊
長
・
復
興
業

務
支
援
隊
初
代
隊
長
、
第
７

普
通
科
連
隊
長
兼
ね
て
福
知

山
駐
屯
地
司
令
な
ど
を
務
め

た
。
そ
の
後
、
参
議
院
議
員

を
３
期
務
め
、
外
務
副
大
臣
、

講
師
の
依
頼
は
引
く
手
あ
ま

た
の
様
子
。
各
種
総
会
シ
ー

ズ
ン
で
あ
る
６
月
は
特
に
多

く
、
24
回
と
い
う
。
冒
頭
に

「
議
員
で
も
な
い
の
に
何
で

そ
ん
な
に
多
い
の
、
と
嫁
に

　

現
在
は
東
京

都
新
宿
区
に
本

社
を
置
く
絆
ｇ

ｌ
ｏ
ｂ
ａ
ｌ
防

衛
研
究
所
㈱
チ

ー
フ
フ
ェ
ロ
ー

と
し
て
多
様
な

活
動
を
し
て
お

り
、
こ
う
し
た

怒
ら
れ
る
。
家
庭
内
戦
闘
地

域
は
継
続
中
」
と
話
し
、
会

場
を
笑
い
に
包
ん
だ
。

防
衛
力
の
強
化
だ
け
で
は

足
り
ず

求
め
ら
れ
る
本
気
の
覚
悟

　

話
題
は
、
時
節
柄
や
は
り

外
交
・
安
全
保
障
に
関
す
る

内
容
が
中
心
。
ま
ず
「
大
陸

か
ら
日
本
列
島
は
ど
う
見
え

る
か
」
と
特
別
発
注
で
作
っ

た
地
図
を
活
用
し
「
我
々
は

邪
魔
だ
と
思
わ
れ
る
場
所
に

住
ん
で
い
る
。
第
二
次
世
界

大
戦
が
終
わ
っ
た
時
、
ソ
連

は
北
方
領
土
だ
け
で

な
く
、
北
海
道
・
東

北
ま
で
ほ
し
か
っ
た
。

か
つ
て
の
極
東
艦
隊
、

今
の
ロ
シ
ア
海
軍
太

平
洋
艦
隊
が
太
平
洋

に
出
よ
う
と
す
る
時
、

津
軽
海
峡
を
自
由
に

通
れ
る
か
ら
。
中
国

が
太
平
洋
に
出
る
時

も
邪
魔
な
の
が
鹿
児

島
、
沖
縄
、
台
湾
の

ラ
イ
ン
」
と
分
か
り
や
す
く

説
明
し
た
。

　

佐
藤
氏
は
「
日
本
の
安
全

保
障
が
、
い
ま
根
本
か
ら
揺

ら
い
で
い
る
」
を
時
論
と
し

て
い
る
。
６
月
の
政
策
レ
ポ

ー
ト
で
は
中
東
危
機
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
戦
争
、
中
国
の
脅
威

を
総
じ
て
「
こ
れ
ら
は
地
続

き
の
危
機
で
あ
り
、
す
べ
て

日
本
の
存
立
に
直
結
す
る
課

題
。
も
は
や
防
衛
力
の
強
化

だ
け
で
は
足
り
な
い
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
確
保
、
サ
イ
バ
ー
戦

へ
の
備
え
、
そ
し
て
揺
る
ぎ

な
い
同
盟
国
と
の
連
携
、
こ

れ
ら
を
総
合
的
に
推
し
進
め

る
『
本
気
の
覚
悟
』
が
求
め

ら
れ
て
い
る
」
と
記
し
て
い

る
。

　

そ
し
て
話
題
は
ホ
ル
ム
ズ

海
峡
の
緊
迫
に
つ
い
て
。

 

「
ホ
ル
ム
ズ
と
皆
さ
ん
の
財

布
、
会
社
の
経
営
は
つ
な
が

っ
て
い
る
。
日
本
は
資
源
に

乏
し
く
、
材
料
や
部
品
は
外

国
か
ら
買
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
れ
を
入
れ
る
割
合

は
99
・
６
％
が
海
か
ら
。
航

空
貨
物
は
た
っ
た
の
０
・
４

％
に
過
ぎ
な
い
」と
し
て「
日

本
は
一
定
程
度
の
汗
を
か
く

べ
き
。
こ
れ
だ
け
ホ
ル
ム
ズ

海
峡
に
依
存
し
て
い
る
の
に
、

安
全
な
と
こ
ろ
に
い
て
成
果

を
得
る
の
は
許
さ
れ
な
い
。

後
で
『
あ
の
時
、
お
ま
え
ら

や
ら
な
か
っ
た
だ
ろ
、
と
言

わ
れ
た
ら
終
わ
り
』。
台
湾

あ
た
り
で
緊
張
性
が
高
ま
っ

た
時
に
日
本
の
経
済
は
止
ま

る
」
と
熱
弁
を
ふ
る
っ
た
。

　

言
葉
だ
け
、
願
う
だ
け
で

は
「
日
本
を
守
れ
な
い
」
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

▲特別発注で作った地図（上）や日本までの航路を
用いて分かりやすく説明した

▲越智文雄氏

▲佐藤氏が話した「一隅を照らす光が集まれ
ば、その光は国全体をも照らすことになる」と
いう意味。天台宗開祖・最澄の言葉だそう

▲片山さつき財務大臣から寄せられた祝電

▲中東危機などについて熱く語った佐藤正久氏

“
ヒ
ゲ
の
隊
長
”こ
　
　
と

佐
藤
正
久
氏
が
熱
弁

「
日
本
は
一
定
程
度
の
汗
を
か
く
べ
き
」

「
札
幌
な
に
か
が
で
き
る
経
済
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」設
立
20
周
年
記
念
特
別
例
会
講
演
会

札幌なにかができる経済人ネットワーク

　代表　越智文雄　様

「札幌なにかができる経済人ネットワーク」設立20周年記

念第193回特別例会講演会のご開催を心よりお祝い申し上げ

ます。

代表の越智文雄様をはじめ、2006年6月の設立以来、官民の

垣根を越えた多様なネットワークを築き上げ、地域活性化に

尽力されてきた会員の皆様の情熱と歩みに、深く敬意を表し

ます。

急速に変革する国際情勢の中、本日は佐藤正久先生をお迎え

し、我が国の進むべき路を展望する極めて有意義な好機と存

じます。「なにかができる」という力強い志のもと、貴会が

次の時代へ向けてさらに大きく飛躍されますこと、また越智

代表をはじめ、本日ご集いの皆様の益々のご健勝とご多幸を

祈念いたします。

2026年6月26日

財務大臣　金融担当大臣

参議院議員　片山さつき


